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	応用
	抗原情報
	背景
	Gタンパク質サブユニットガンマ2（GNG2）ホモサピエンス この遺伝子は、グアニンヌクレオチド結合タンパク質のガンマサブユニットの1つをコードしています。これらのタンパク質は、膜を介したシグナル伝達機構に関与しています。様々なサブユニットがヘテロ二量体を形成し、様々なシグナル分子と相互作用します。[RefSeq提供、2011年8月],機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています。β鎖とγ鎖は、GTPase活性、GDPからGTPへの置換、そしてGタンパク質とエフェクターの相互作用に必要です。,類似性：Gタンパク質ガンマファミリーに属します。,サブユニット：Gタンパク質は、α、β、γの3つのユニットで構成されています。,組織特異性：精巣、副腎、脳、白血球、脳などの胎児組織で発現します。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

